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 豊浦町総合戦略の目的 

豊浦町総合戦略は、全国的に人口減少や少子高齢化が急速に進む社会情勢の中、本町が安

定した人口構造を保持し、若い世代を中心に、将来にわたって町民が安心して働き、希望に

応じた結婚・出産・子育て及び老後の生活ができる地域社会を構築することを目的とし、本

町の持つ「強み」を活かすと共に、本町の「弱み」を克服して、本町が持続的に活性化してい

くため、目指すまちの姿やまちづくりにおける基本的な目標を示し、中期的に取り組むべき

施策の基本的方向、具体的な施策をとりまとめたものです。 

 

 豊浦町総合戦略の位置づけ 

豊浦町の多様な資源を活用しながら、重点的・横断的な取り組みを進めることが重要であ

り、平成 30年度からの第 6次豊浦町総合計画と同等の計画として、本総合戦略を位置づけま

す。 

 

 豊浦町総合戦略の対象期間 

平成 27年度から令和 5年度までの 9年間とします。 

 

 豊浦町の人口等の現状分析 

 人口の推移 

豊浦町の人口は、2013 年 3 月末で

4,305人（住民基本台帳）となっていま

す。1960 年の時点では 10,439 人であ

り、50年間の人口減少により、現状は

1960年の約 45％となっています。 

特に、年少人口（0～14歳）及び生産

年齢人口（15～64 歳）の減少が顕著で

あり、老年人口（65 歳以上）のみ増加

傾向となっています。 

老年人口は、1960年の時点で 20人に

1 人、であったのに対し、2010 年の時

点では 3人に 1人となっています。 

  

図 豊浦町の人口の推移 〈資料〉国勢調査 
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〈資料〉豊浦町統計書 
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 社会動態 

 社会動態及び人口移動先 

豊浦町の社会動態（転入－転出）の状況を見

てみると、伊達市及び札幌市との間での転出入

が多く見られます。 

 

 豊浦町の産業 

豊浦町の各産業の就業者比率を、全国の当該

値で割り、どれだけ就業者数が全国平均と比べ

て特化しているかを示す「特化係数」について

見てみると、豊浦町では、「農業」「漁業」の割

合が高くなっています。 

ただし、産業別の就業者年齢構成比率を見る

と、豊浦町の主要産業である「農業」「漁業」の 2産業は、60 歳以上が 30％を超え高齢

化が進んでおり、また、「製造業」「運輸業、郵便業」「生活関連サービス業、娯楽業」も

同様の結果となっています。一方、「教育、学習支援業」「医療、福祉」「複合サービス事

業」は、40歳未満が 40％程度となっています。 

 

 

図 男女別・産業別就業者数と特化係数（全国比） 

〈資料〉平成 22年国勢調査 

（特化係数＝豊浦町の X産業の就業者比率/全国の X産業の就業者比率） 
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 人口動態及び合計特殊出生率の推移 

人口を維持していくための出

生数の目安として合計特殊出生

率＝2.07、全国における希望出生

数として合計特殊出生率＝1.80

という数値が挙げられています

が、豊浦町では、子育て世代への

補助制度を開始した時期である、

2012 年に最高値 1.80 となってい

ます。 

 

 

 町民アンケート分析 

豊浦町では、人口ビジョン及び総合戦略の策定に際し、「豊浦町地方創生・総合戦略に関す

るアンケート調査」を実施しました。 

アンケート対象として、20歳以上の町民、20～30歳代の子育て世代、高校生、小学 5年生

～中学生の 4 種を実施し、幅広い年齢層から、豊浦町の住み良さや施策の重要性、子育て環

境に関するご意見をいただき、町の「強み」「弱み」を以下のとおり分析しました。 

 

① 豊浦町の強み 

⚫ 約 80％が豊浦町を住み良い環境であると感じ、かつ約 70％が豊浦町に住み

続けたいと考えており、豊浦町に対し、住環境として魅力に感じている。 

⚫ 住み良い理由として、豊浦町の豊かな自然環境のほか、主力産業である漁業

の基盤整備や、医療・福祉体制に対する行政対応が良いことも挙げられる。 

 

② 豊浦町の弱み 

⚫ 希望する就業先の無さが転出を希望する理由であり、就業先として、医療関

係や、一般事務関係やサービス業などの職種を希望する方が多い。 

⚫ 商店街、観光等の商業面での満足度が低く、買い物の不便さなどが課題。 

⚫ 出産・子育ての希望に応えられておらず、希望子ども数を叶える重要な要素

として、経済面、幼保の受入環境、子どもの医療面、職場環境に不安がある。 

⚫ 高校生の転出意向が高く、進学時に町外に転出してしまう上に、高校生の多

くが、将来にわたって豊浦町に住むつもりはないと思っている。町外に出た

高校生に、いかに豊浦町に戻ってきてもらうかが課題。 

⚫ その他、交通の便の悪さや老後の不安が転出を希望する理由となりうる。 

  

0.80

1.00

1.20

1.40

1.60

1.80

2.00

0

10

20

30

40

50

60

合
計
特
殊
出
生
率

出
生
数
（
人
）

出生数と合計特殊出生率の推移

出生数（豊浦町） 出生率（豊浦町）

出生率（北海道） 出生率（全国）

図 豊浦町の出生数と合計特殊出生率の推移 

〈資料〉豊浦町調べ及び北海道保健統計年報、政府統計人口動態調査 



4 

 豊浦町人口ビジョン及び総合戦略 

人口減少に対しては、豊浦町だからこそできることなどの強みと、状況を分析した弱みを把握

し、町民と行政において共通認識を持つことが必要不可欠と考えます。 

人口減少問題に対して取り組むべき視点として、豊浦町の「強み」「弱み」を踏まえ、4つの課

題を共有し、それを克服するための基本的視点及び基本目標を掲げ、取り組んでいきます。 

 

 

  

5.1 

人口減少下で 

取り組むべき 

課題 

【しごと】 

⚫ 一次産業従事者の高齢化と反し

て、若者世代の働く場がなく、

豊浦町に住みたい人を引き留め

られていない可能性がある。 

【ひと】 

⚫ 生活環境として、豊浦がより 

魅力的な環境となるために、 

町民や移住希望者の希望を  

かなえる、医療・介護・福祉・

教育環境の充実が必要。 

【まち】 

⚫ これまでの行財政面での自立・

持続への取組みを継続しつつ、

豊浦町に眠る、未利用資源を 

活用する取組みが必要。 

 

⚫ 豊浦の食や文化などの魅力を 

町外の方に知っていただき、 

まず、豊浦町に来てもらうため

の取組みが必要 

5.2 

人口減少問題に 

取り組む 

基本的視点 

（1）雇用創出による働き続けたい環境づくり 
⚫ 豊浦町の主力産業である農・水産業の生産性向上 

⚫ 産業間で連携による、地域資源を活かした新たな産業、観光産業など、

豊浦町の特徴を活かした新たな雇用の場の創出 

（2）生活環境の充実による住み続けたい環境づくり 
⚫ 自然環境や人のつながりを活かした、豊浦町ならではの福祉・教育環境

の提供 

⚫ 豊浦町での生活に愛着を持ち、生涯にわたって活躍できる医療・介護・

福祉環境づくりを支援 

（3）都市圏からの人の流入・移住促進のための 

働きたい、住んでみたい環境づくり 
⚫ 豊浦町に人を呼び込み、魅力ある豊浦町を実感してもらう 

⚫ 豊浦町の一次産業や自然環境と、それを発信し、人を受け入れる観光業

とが連携を図り、町に多くの人が訪れてくれるような環境づくりを行う 

（4）自立・持続するための行政効率化やエネルギーの有効活用等 
⚫ 行財政面での自立・持続に向けた取組みと合わせ、豊浦町内で資源循環

がもたらされる工夫を行う 
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【効果検証の実施（PDCA サイクルの推進）】 

まち・ひと・しごと創生を実現するためには、従来の政策の反省の上に立ち、PDCAサ

イクルを確立することが必要です。PDCAのプロセスを繰り返し実行していくことで、豊

浦町の目指すべき将来の実現を目指します。 

  

5.3 

基本目標 

目指すべき 

将来の方向性 

5.4 

本町人口の 

将来展望 

 

【基本目標１】 

一次産業の強化や新たな価値創出により雇用を確保し、 

誇りを持って、働き続けたいまちづくりを実現する 

→ 数値目標：一次産業関連の新規就労者数 ― 20 人 

【基本目標 2】 

生活環境の充実により、快適に住み続けたいまちづくりを

実現する 

→ 数値目標：定住促進事業による転入者数 ― 50 人 

【基本目標 3】 

都市圏からの人の流入・移住促進に向けて、 

働きたい、住んでみたい魅力あるまちづくりを実現する 

→ 数値目標：観光入込客数 ― 37.2 万人（H26）⇒40 万人 

【基本目標 4】 

エネルギーの地産地消・循環型地域を目指し、 

安心して暮らせる自立・持続するまちづくりを実現する 

→ エネルギー関連の新規就労者数 ― 50 人 

【合計特殊出生率】 
2030 年まで＝1.80 を維持 

2030 年から＝2.10 を維持 
【社会増減】 

転入促進による、転出入均衡 

2060 年に 2,847 人 
(社人研推計に比べ約 1,150 人多) 
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【具体的な施策と重要業績評価指標】 

① 基本目標１：一次産業の強化や新たな価値創出により雇用を確保し、 

誇りを持って、働き続けたいまちづくりを実現する 

施策 重要業績評価指標（KPI） 

施策 1：一次産業を活かした名産品開発 
⚫ 農業出荷額（ベリー類(いちご、加工品含む)）：60,000千円

/9 年 

施策 2：農業に係る生産体制の強化 

⚫ 新規就農者数：10 人以上/9 年 

⚫ 自立的な産業連携組織設立：2組織以上/9 年 

⚫ 新規就農相談件数：10 件/年 

⚫ 産業後継者の結婚：2 組/9 年 

施策 3：水産業に係る生産体制の強化 ⚫ 漁獲量：9年間の平均 10,174t（過去 5 年間の漁獲量を維持） 

施策 4：経営安定に向けた商品価値向上・販路

拡大への支援 
⚫ 町内外での販売実績数：4 回/年 

施策 5：新しい価値創出・雇用確保に向けた 

ひとづくりと商品開発への支援 
⚫ 食品加工事業者等の育成及び支援相談件数：10件/9年 

施策 6：就業者の育成環境整備 
⚫ 新規就農者数：10 人以上/9 年（再掲） 

⚫ 新規就農相談件数：10 件/年（再掲） 

⚫ 産業後継者の結婚：2 組/9 年（再掲） 

施策 7：雇用拡大に寄与する創業・起業化促進

への支援 
⚫ 新規起業数：10 件/9 年 

 

② 基本目標２：生活環境の充実により、快適に住み続けたいまちづくりを実現する 

施策 重要業績評価指標（KPI） 

施策 8：出産・子育てに係る支援 ⚫ 給付事業対象者全員への支援の実施 

施策 9：豊浦町ならではの教育・生涯学習環境

の拡充 

⚫ 小中一貫教育における交流学習等：5回以上/年 

⚫ 小中学校の学習支援員数：全町で 3 名以上 

⚫ 7 体育施設の利用者数：平成 26 年度より 10％増/9 年 

施策 10：移住・定住促進のための基盤整備 
⚫ 移住体験体験者件数：50 件/9 年 

⚫ 持ち家住宅新築件数：25 戸/9 年 

⚫ 空き家バンク物件契約数：10 件/9 年 

施策 11：買物環境の改善 
⚫ 地元商品（食品）の購買機会の拡大に関する取組実証の回

数：3 回/年 

施策 12：防災・減災に向けた地域力の強化 ⚫ 自主防災組織の結成：10 自治会以上/9 年 

 

③ 基本目標３：都市圏からの人の流入・移住促進に向けて、 

働きたい、住んでみたい魅力あるまちづくりを実現する 

施策 重要業績評価指標（KPI） 

施策 13：豊浦町の食を堪能できる観光商品の開

発とイベントの開催 

⚫ 食の開発数：3 品以上/9 年 

⚫ イベントやメディアを活用した PR：5回以上/年 

施策 14：近隣市町村と連携したオンリーワン観

光商品の開発 
⚫ 観光客入込数：平成 26 年度より 10％増/9 年 

施策 15：豊浦町の魅力発信と満足度の高いサー

ビス提供に向けた観光受入体制の整備 

⚫ 新たな体験プログラム数：10 プログラム/9 年 

⚫ 観光客入込数：平成 26 年度より 10％増/9 年（再掲） 

施策 16：豊浦ファンの拡大に向けた民泊の促進 ⚫ 当町への来校数：5 校/9 年 

施策 17：近隣自治体と連携した定住環境の整備 ― 

 

④ 基本目標４：エネルギーの地産地消・循環型地域を目指し、安心して暮らせる 

自立・持続するまちづくりを実現する 

施策 重要業績評価指標（KPI） 

施策 18：再生可能エネルギーの活用 ⚫ 再生可能エネルギー利用施設数：1 施設以上/9 年 

 



 

 


